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地
元
・
天
理
で
、
高
市
自
民
党   

 

の
デ
モ
行
進 

 天
理
市
民
み
ん
な
が 

高
市
政
権
の
右
翼
的
政
治
姿
勢
を 

支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

１２

月
１２

日
、
午
後
４
時
に
天
理
駅
に
集

合
し
て
、
「
高
市
自
民
党
反
対
天
理
市
民
の

会
」
が
主
催
し
て
、
大
軍
拡
の
道
を
突
き
進

む
高
市
自
民
党
政
権
に
反
対
す
る
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。 

「
高
市
自
民
党
に
、
天
理
か
ら
Ｎ
Ｏ
！
を
」
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奈 

 

良 革 新 懇 

 

2025 年 12 月・ 

 226 号 

の
横
断
幕
を
先
頭
に
行
進
。
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で

高
市
政
権
の
間
違
い
を
糺
す
演
説
を
し
な
が

ら
歩
き
ま
し
た
。
デ
モ
は
天
理
教
の
信
者
さ

ん
、学
生
さ
ん
、商
店
街
で
お
買
い
物
を
す
る

住
民
の
み
な
さ
ん
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。 

道
行
く
人
た
ち
は
、
「
コ
ク
リ
」
と
頷
き
な

が
ら
笑
顔
で
す
れ
違
い
、
静
か
に
エ
ー
ル
を
送

っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

天
理
は
、
に
わ
か
に
高
市
氏
の
地
元
で
あ

る
と
さ
れ
、
「
高
市
首
相
誕
生
に
地
元
は
歓 NO 

! 

天理の本通商店街のアーケードを、１２月１２日の午後に「高市自民党

に、天理からＮＯ！を」の横断幕を先頭に力強くデモ行進する天理民

商、新婦人天理支部、農民連、天理原水協、天理教平和の会のみなさ

ん。祝賀横断幕と「動く横断幕」の対比が鮮やかなショットです。 

喜
の
渦
」
な
ど
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
天
理
市
民
み
ん
な
が
高
市
政
権

の
右
翼
的
な
政
治
姿
勢
を
支
持
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
市
政
権
の
軍
拡
・

増
税
路
線
は
、
天
理
市
民
の
暮
ら
し
を
圧
し

潰
し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

私
た
ち
の
「
動
く
横
断
幕
」
は 

高
市
政
権
と
真
っ
向
か
ら 

対
峙
す
る
姿
と
な
り
ま
し
た 

 

高
市
政
権
に
反
対
の
声
を
上
げ
る
こ
と
が

是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
の
思
い
が
行
動
と

な
っ
た
今
回
の
デ
モ
。本
通
商
店
街
の
ア
ー
ケ

ー
ド
に
掲
げ
ら
れ
た
「
祝 

高
市
早
苗
総
理
大

臣 

ご
就
任
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
祝

賀
横
断
幕
の
下
を
行
進
。
私
た
ち
の
「
動
く

横
断
幕
」
は
、
高
市
政
権
と
真
っ
向
か
ら
対

峙
す
る
姿
と
な
り
ま
し
た
。 

宗
教
文
化
都
市
天
理
か
ら
、
高
市
首
相
の

「
台
湾
有
事
」
発
言
の
誤
り
と
危
険
性
を
糺

す
地
元
の
声
を
、
何
と
し
て
も
響
き
渡
ら
せ

よ
う
と
願
っ
て
歩
き
ま
し
た
。 

デ
モ
は
、力
強
く
進
み
ま
し
た
。 

      

日
本
共
産
党
天
理
市
会
議
員 

村
木 

敬 

2026 年 1月合併号 
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年 

を
「
共
同
」
の
前
進
で
危
機
を
押
し
返
す
年
に 

 

食
料
品
も
、
暖
房
費
も
、
家
賃
も
、
交
通
費
も
、

な
に
も
か
も
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
賃
金

も
年
金
も
、
上
が
り
ま
せ
ん
。 

生
活
の
ゆ
と
り
は
失
わ
れ
、
将
来
へ
の
不
安
と
政

治
へ
の
不
満
が
募
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
不
満
の
矛
先

が
「
外
国
人
」
に
向
け
ら
れ
、
排
外
主
義
的
な
言
説

が
力
を
増
し
て
い
ま
す
。
「
中
国
に
な
め
ら
れ
て
た

ま
る
か
！
」
の
空
気
が
煽
ら
れ
、
「
軍
拡
あ
り
き
」
の

危
険
極
ま
り
な
い
反
動
的
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
あ
っ
と
い
う

間
に
眼
前
に
出
現
し
て
き
ま
し
た
。 

学び・集い・声上げ、  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆治安維持法１００年を考える奈良
県民の会主催の渡辺治氏の講演会
が生駒市内で開催され、240 人が
参加しました（１１月９日）。百数十
を超える個人・団体の賛同に支えら
れ、４回にわたる学習会を積み重ね
て行ったものです。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆奈良県憲法共同センターが「ス
パイ防止法」学習会を開催（１２月５
日）。講師の佐藤真理弁護士は、特
定秘密保護法制制定以上の危機
感を持って反対運動を広げていこう
と訴えました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

◆１０月２５・２６日に愛知で行わ
れた日本平和大会の報告会が同
奈良県実行委員会の主催で開催
されました（１２月１６日）。大会参
加者の報告を中心に内容の濃い
報告会だったと好評でした。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ロシアのウクライナ侵略もイスラエ
ルによるガザ住民へのジェノサイドも
許さない第４６回県民集会とデモが１
１月２４日に行われました。国連憲章
と国際法に基づく公正な和平をウク
ライナにも、パレスチナにも!! 国際社
会の平和の実現に向けた不断の努
力は、核兵器廃絶とともに憲法９条
が要請するものです。奈良から「戦争
あかん」の声を上げ続けましょう!! 

衆
院
定
数
削
減
、
ス
パ
イ
防
止
法
、
９

条
改
憲
、
ず
ら
り
並
ん
だ
「
軍
拡
」
メ
ニ

ュ
ー
、
挙
句
の
は
て
に
は
官
邸
幹
部
の

「
核
保
有
」
発
言
。…

今
こ
そ
「
共
同
」

の
力
で
、
暮
ら
し
、
民
主
主
義
、
平
和
の

危
機
を
押
し
返
す
２
０
２
６
年
に
！ 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆奈良１区市民連合地域交流
会主催の学習会が奈良市で
行われ、５３人が参加（１２月７
日）。全国革新懇代表世話人
の冨田宏治さんが、「高市自・
維政権の危険性と“危うさ”～
極右反動政権を許さぬ新たな
共同を～」をテーマに、情報量
満載の充実した講演会でした。
「分断に立ち向かうには対話し
かない」と冨田さんは強調しま
した。 

◆「高市総理、物価が上がり続くなか 軍事費より
減税を！」―まさに、年金者の痛切な叫びです。年
金者組合奈良県本部が近鉄八木駅前で年金支給
日の「年金者一揆」。年金者の怒りの街頭宣伝と座
り込み行動が行われました（１２月１５日）。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆生駒革新懇も構成団体の「憲法改
悪を許さない生駒共同センター」の“１
９日行動”（１２月１９日）。「戦争はい
やだ！」「超危険な祝園ミサイル弾薬庫
は目の前です！」の横断幕は訴える力
が抜群です。奈良革新懇顧問の西ふ
み子さん（９０歳）が、高市首相の対中
国の姿勢を厳しく批判しました。 

 

◆「ほうその奈良の
会」は、10.19 祝園全
国集会の成功を次の
ステップに押し上げて
いこうと、２０２６年４月
１８日(土)開催予定の
軍事ジャーナリスト・小

西誠氏の講演集会開催の成功に向け
た第１回実行委員会を行いました（１２
月１３日）。参加した３０人弱が全員発
言して充実した論議になりました。 

小西誠氏 

 

 

 
 

 

◆平群町では１３人で１９日宣伝 

◆広陵９条の会が１９日宣伝 

 

 
◆王寺町自治体キャラバンの要
請交渉（１２月４日）。副町長や
教育長他各部長相手に県実行
委員会と新婦人など5団体が要
請行動を行いました。 

20 
26 

 
暮
ら
し
、
平
和
、
民
主
主
義
の
危
機
に
、
よ
り
幅
広
い
共
同
の
力
で
立
ち
向
か
お
う 
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自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
問
題
は
ま
だ
ま
だ
周
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん 

の 

 
Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判
原
告
弁
護
団
事
務
局
長
の

諸
富
健
弁
護
士
は
「
自
衛
隊
名
簿
問
題

は
、ま
さ
に
今
年
、
正
念
場
の
一
つ
を
迎
え

ま
す
」
と
平
和
新
聞
《
奈
良
県
版
》
に
寄

稿
し
て
い
ま
す
。 

「
高
市
軍
拡
」
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
の
が
、
こ
れ
を
支
え
る
人
的
基
盤
＝

自
衛
官
の
確
保
で
す
が
、
自
衛
官
の
応
募

者
数
は
減
り
続
け
、
そ
の
充
足
率
も
減
少

若者を戦場に送るな 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆自衛隊名簿提供違憲訴訟（ＲＹＵ裁
判）の第７回口頭弁論が１１月１７日、
奈良地裁大法廷で行われました。 
口頭弁論終了後に行われた報告集
会で八木和也弁護士が「個人情報保
護とは何か。自衛隊法９７条・施行令１２
０条が根拠とならないわけ」と題してミ
ニ講演を行いました。 
２０２４年１２月の関係閣僚会議で、す
べての市区町村から電子データ又は紙
媒体の提供が得られることを目指すと
され、自・維の連立政権により自衛隊の
人的基盤の強化も目論まれています。
自衛隊名簿問題は、まさに今年、正念
場の一つを迎えようとしています。 
次回・第８回口頭弁論は２月２４日

(火)14:30 から奈良地裁１０１号大法
廷で行われます。傍聴席を満席にしまし
ょう。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆憲法 9条を守る生駒
共同センター主催の
RYU 裁判学習会が１１
月２2 日に行われ、35
人が参加。講師は原告
弁護団副団長の愛須
勝也弁護士で１年８カ月の RYU 裁判
の到達点を反映した濃い内容の学習
会でした。県内では、天理市や奈良市
に続く学習会で、２月１４日に北葛城郡
での学習会を計画しています。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ＲＹＵ裁判を支援する会は、１１月の
大阪、京都に続いて１２月も滋賀、兵
庫、愛知の教組や民青同盟などを
訪問し、ＲＹＵ裁判への支援要請を
行いました。１２月１５日は愛知高教
組、民青同盟愛知県委員会、日本共
産党愛知県委員会を訪問。民青同
盟は支援する会作成の「ミニパン
フ」百部を早速注文してくれました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆１２月８日、国会内で国宛署名８７３７筆
分の第１次提出行動と政府交渉が行われ
ました。政府交渉では、政府側からは防衛
省、総務省、人事院、個人情報保護委員会
から１１名が対応。奈良県平和委員会の
河戸理事長と平和新聞前編集長の有田
さんを中心とした理路整然とした鋭い追及
に政府側はたじたじでした。質問に対して
まともに答えないというよりも回答不能で
あることが可視化された交渉でした。 

愛須弁護士 

 

 

支
援
す
る
会
作
成
の
ミ
ニ
パ
ン
フ
の
表
紙 

A5版 8ページ 1部 30円 

 

 

し
続
け
て
い
ま
す
。
政
府
・
防
衛
省
は
危

機
感
を
強
め
、
「
す
べ
て
の
自
治
体
か
ら

の
名
簿
提
供
を
め
ざ
す
」
と
し
て
い
ま
す

（
２
０
２
４
年
１２

月
関
係
閣
僚
会
議
）
。 

奈
良
県
で
名
簿
提
供
を
し
て
い
な
か
っ

た
２
市
の
内
、
橿
原
市
が
今
年
４
月
か
ら

名
簿
提
供
を
行
う
こ
と
が
橿
原
市
の
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
交
渉
で
判
明
。 

こ
れ
ま
で
Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判
の
七
回
の
口
頭

弁
論
は
原
告
側
が
圧
倒
し
て
い
ま
す
が
、

自
衛
隊
名
簿
提
供
問
題
は
ま
だ
ま
だ
世

間
で
周
知
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

あ
ら
た
め
て
裁
判
傍
聴
と
報
告
集
会

へ
の
参
加
、
す
べ
て
の
市
町
村
で
の
学
習

会
の
開
催
、
国
宛
と
奈
良
市
宛
の
署
名
の

取
り
組
み
を
強
め
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。 

待
望
の
「
支
援
す
る
会
」
作
成
の
ミ
ニ

パ
ン
フ
が
完
成
し
ま
し
た
。
学
習
会
に
、
署

名
に
大
い
に
活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

 
自
衛
隊
名
簿
提
供
違
憲
訴
訟
（
Ｒ
Ｙ
Ｕ
裁
判)

へ
の
い
っ
そ
う
の
支
援
を
訴
え
ま
す 
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❖編集後記❖ 
◆映画「荒野に希望の灯をともす」の感想文１３０通

の「感想文集」づくりに取り組んでいます。「私は将

来、中村哲さんのように、特に難民の子どもたちを支

える活動に取り組む起業家になりたいと考えていま

す」という感想文を寄せてくれた高校１年生のＮさん

に、この映画の上映運動を通して出会えたのがうれ

しい。◆学校で子どもたちに観てもらいたい。高市早

苗氏に観てもらい・・・という感想も多かったですよ。 

映画「荒野に希望の灯をともす」 

 

奈
良
革
新
懇
が
呼
び
か

け
て
実
行
委
員
会
を
つ
く

っ
て
取
り
組
ん
だ
「
《
劇
場

版
》
荒
野
に
希
望
に
灯
を
と

も
す
」
の
上
映
が
１２

月
１２

日
に
や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
午
前
・
午
後
・
夜

の
三
回
上
映
の
合
計
で
４
７

０
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。 

戦
争
か
平
和
か
の
岐
路
に

立
つ
今
日
の
情
勢
に
あ
っ
て
、

極
め
て
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
重
要

な
意
義
を
持
つ
上
映
運
動
と

な
り
ま
し
た
。憲
法
９
条
の
精

神
を
体
現
し
て
生
き
た
中
村

哲
さ
ん
の
生
き
方
へ
の
感
動

や
共
感
の
大
き
さ
は
１
３
０

通
も
の
感
想
文
に
も
反
映
し

て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
へ
の

支
援
募
金
は
総
額
４２

万
円

超
と
な
り
ま
し
た
。 

「
武
器
な
き
国
際
貢
献
」

「
武
力
で
平
和
を
守
れ
な
い
」

を
問
う
本
作
品
は
、
鑑
賞
者

の
心
に
希
望
の
灯
を
と
も
し
、

映
画
の
力
の
大
き
さ
を
再
認

識
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
  

 

 
石川 康宏さん  

１９５７年北海道札幌
市生まれ。西宮市在
住。マルクスを研究す
る経済学者。神戸女
学院大学名誉教授。 
 

情勢をやさしく深く学ぶ 

石川 康宏さんに 決定 
（全国革新懇代表世話人） 

会場 

日時 月     日（土） 2 28 
13：30～16：00 

奈良市生涯学習センター 
（予定） 

《奈良革新懇主催》 連続学習会 

第３回講師は 

「
台
湾
有
事
」
発
言
に
始
ま
っ
て
、
そ
の
帰

結
と
し
て
の
官
邸
幹
部
の
「
核
保
有
」
発
言
！  

な
の
に
こ
の
「
高
市
人
気
」
と
は
?! 

新
し
い
政
治
実
現
の
展
望
も
、
た
っ
ぷ
り
と

縦
横
に
石
川
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。  

「
高
市
人
気
の
正
体
を
深
堀
り
す
る
。 

そ
し
て
私
た
ち
は
今
、 

こ
の
危
機
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
」 

「全国革新懇ニュース」の 
読者拡大と 
   奈良革新懇への年末カンパの 

ご協力をよろしくお願いします。 

 

●さよなら自民党政治の旗を高く掲げて、政治を大本

から変える革新懇運動の出番の情勢です。この情勢

にふさわしい奈良県における革新懇運動の活性化と

発展のために、財政基盤の強化が求められています。

その要は「全国革新懇ニュース」の拡大にあります。

奈良革新懇の賛同団体や地域革新懇のみなさんの

力をお貸しください。 

●奈良革新懇への年末カンパへのご協力も 

よろしくお願いします。 

《年末カンパの振込先》 

 郵便振替 00900-6-264537 

   ・加入者氏名は「奈良革新懇」 

   ・通信欄には「年末カンパ」とお書きください。 

上映会に 計470 人が鑑賞 

医
師
・
中
村
哲
さ
ん
の
生
き
方
に
感
動 

憲
法
９
条
の
精
神
を
体
現
し
て
生
き
た 

お詫びと訂正 

●「奈良革新懇ニュース」２０２５年１１月号の3面下段

の１０．１９祝園全国集会についての記事左の写真の説

明文について、集会とは全く関係のない文章を掲載し

てしまいました。混乱と誤解を招き、申し訳ありません。

お詫びとともに以下の文に差し替え、訂正します。 

《上の写真についての説明文の差し替え》 

「精華町に全国から 2700 人が参集。京都府南部とし

ても最大規模の大集会になりました。」 

《下の写真について説明文の差し替え》 

「住民や宗教者と新しいネットワークをつくってきた『奈

良の会』の報告と力強い訴えが注目を浴びました。」 


